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所
得
税
な
ど
の

確
定
申
告
が
全
国

の
税
務
署
で
行
わ

れ
る
中
、
青
梅
法

人
会
女
性
部
会
が

主
催
す
る
税
に
関

す
る
「
絵
は
が
き

コ
ン
ク
ー
ル
」
で

「
青
梅
税
務
署
長

賞
」
を
受
賞
し
た

あ
き
る
野
市
南
秋

留
小
学
校
6
年
の

飯
田
美
織
さ
ん
が

3
月
1
日
、
同
署

で
一
日
税
務
署
長

を
務
め
た
。 

　

委
嘱
式
の
冒

頭
、
小
峰
三
枝
子

女
性
部
会
長
が
「
コ
ン
ク

ー
ル
は
税
知
識
の
普
及
向

上
を
目
的
に
小
学
6
年

生
を
対
象
に
行
っ
て
い

る
租
税
教
室
の
一
環
で
、

２
０
２
３
年
度
は
西
多
摩

の
30
校
か
ら
１
２
１
６
作

品
の
応
募
が
あ
っ
た
」
と

説
明
し
た
。

　

こ
の
後
、
両
親
の
崇
之

さ
ん
・
真
弓
さ
ん
と
共
に

訪
れ
た
飯
田
さ
ん
は
、
青

梅
税
務
署
の
鈴
木
俊
次
署

長
か
ら
一
日
税
務
署
長
に

任
命
さ
れ
た
。
委
嘱
状
を

受
け
取
っ
た
飯
田
さ
ん

は
、
一
日
税
務
署
長
の
た

す
き
を
か
け
て
出
席
者
と

名
刺
交
換
し
、
署
内
視
察

な
ど
を
行
う
な
ど
し
て
務

め
を
果
た
し
た
。

　

署
長
訓
示
で
は
「
税
に

対
し
、
み
ん
な
が
明
る
い

イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
く
れ

る
よ
う
明
る
い
色
を
使
っ

て
描
い
た
。
税
金
が
ど
こ

で
ど
の
よ
う
に
、
ど
の
く

ら
い
使
わ
れ
て
い
る
の

か
、
小
学
生
の
私
た
ち
で

も
分
か
り
や
す
く
な
れ

ば
、
身
近
に
感
じ
ら
れ
て

税
金
の
大
事
さ
が
伝
わ
る

と
思
っ
た
」
と
受
賞
作
品

の
意
図
を
説
明
し
た
。

　

鈴
木
署
長
は
「
作
品
は

女
の
子
の
明
る
さ
、
元
気

の
良
さ
が
伝
わ
る
素
晴
ら

し
い
も
の
。
道
路
、公
園
、

学
校
、
パ
ト
カ
ー
な
ど
税

金
が
使
わ
れ
て
い
る
も
の

を
構
図
的
に
も
バ
ラ
ン
ス

よ
く
配
置
し
、
色
彩
も
明

る
い
」と
高
く
評
価
し
た
。

　

税
務
署
幹
部
と
の
意
見

交
換
会
で
は
、
飯
田
さ
ん

か
ら
「
税
務
署
員
に
な
る

に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
で

す
か
」
と
の
質
問
が
あ
り
、

幹
部
か
ら
「
国
家
公
務
員

試
験
を
受
け
て
、
税
務
署

員
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

誘
わ
れ
る
一
幕
も
あ
っ
た
。

南
秋
留
小
・
飯
田
さ
ん
が
一
日
税
務
署
長
に

場
と
な
っ
て
い
る
霞
共
益

会
館
（
青
梅
市
野
上
町
）

で
行
わ
れ
た
。
会
長
の
松

永
初
音
さ
ん
、
小
峰
三
枝

子
さ
ん
ら
会
員
5
人
が
出

席
し
、
青
梅
市
子
ど
も
関

連
Ｎ
Ｐ
Ｏ
連
絡
協
議
会
の

白
井
順
子
さ
ん
（
青
梅
こ

ど
も
未
来
）、
林
由
佳
里

さ
ん
（
子
ど
も
劇
場
西
多

摩
）、
福
生
市
の
み
ん
な

の
食
堂
マ
マ
ご
は
ん
の
高

橋
由
美
子
さ
ん
に
生
理
用

品
を
手
渡
し
た
。

　

松
永
さ
ん
は
「
生
理
の

貧
困
が
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
る
が
、
こ
れ
は
女
性

全
体
の
問
題
。
十
分
な
数

で
は
な
い
が
、
活
用
し
て

ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

子
ど
も
支
援
団
体
側
は

「
真
心
の
品
物
を
必
要
な

人
に
し
っ
か
り
届
け
て
い

き
た
い
」
と
感
謝
し
た
。

　

生
理
の
貧
困
が
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス

ト
青
梅
は
２
０
２
２
年
度

か
ら
贈
呈
事
業
を
続
け
て

お
り
、
今
年
で
3
回
目
。

生
理
用
品
の
購
入
費
は
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
活
動
や
バ
ザ

ー
な
ど
の
収
益
金
、
会
費

な
ど
で
賄
っ
た
。

　

今
月
5
日
に
は
多
摩
地

域
の
9
つ
の
ソ
プ
チ
ミ
ス

ト
の
主
催
で
木
山
裕
策
さ

ん
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ

ー
ト
を
国
分
寺
市
で
開

き
、
成
功
さ
せ
た
。

　

女
性
奉
仕
団

体
「
国
際
ソ
ロ

プ
チ
ミ
ス
ト
青

梅
」
が
「
国
際

女
性
デ
ー
」
の

3
月
8
日
、
女

児
の
健
や
か
な

成
長
を
支
援
し

よ
う
と
段
ボ
ー

ル
箱
10
個
分
の

生
理
用
ナ
プ
キ

ン
を
青
梅
市
な

ど
の
子
ど
も
支

援
団
体
に
贈
っ

た
。

子
ど
も
支
援
団
体
に
生
理
用
品
贈
る

生
理
の
貧
困
と
向
き
合
う

　

寄
贈
式
は
ソ
ロ
プ
チ
ミ

ス
ト
青
梅
の
定
例
会
の
会

「税が身近に感じられれば大事さ伝わるのでは」

一日税務署長を務めた飯田さん（前列中央）
と鈴木署長（同右から 2人目）ら

国際ソロプチミスト青梅

寄贈式に出席した会員と子ども支援団体の皆さん

　

橋
本
弘
山
羽
村
市
長
が

2
月
21
日
、石
川
酒
造（
福

生
市
熊
川
）
を
訪
れ
、
羽

村
産
の
米
と
水
を
使
っ
て

醸
造
し
た
日
本
酒
「
は
む

ら
」
の
出
来
具
合
を
見
聞

し
た
。
同
市
観
光
協
会
の

副
会
長
で
、農
業
を
営
み
、

米
を
提
供
す
る
清
水
亮
一

さ
ん
が
同
行
し
た
。

　
「
羽
村
の
新
し
い
特
産

品
を
」
と
始
ま
っ
た
酒
造

り
は
5
年
目
を
迎
え
た
。

市
内
を
流
れ
る
多
摩
川
の

伏
流
水
「
は
む
ら
の
水
」

で
仕
込
む
。
醸
造
を
同
酒

造
に
委
託
し
、
生
産
し
て

い
る
。
市
内
の
酒
店
で
販

売
す
る
ほ
か
、
4
年
前
か

ら
同
市
の
ふ
る
さ
と
納
税

品
と
し
て
も
扱
っ
て
い

る
。

　

今
年
も
コ
シ
ヒ
カ
リ
1

ト
ン
を
使
い
、
杜
氏
の
前

迫
晃
一
さ
ん
が
、「
粘
り

が
弱
く
、
さ
っ
ぱ
り
し
て

い
る
羽
村
産
コ
シ
ヒ
カ
リ

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
引
き

出
す
酵
母
」
を
使
い
醸
造

し
た
と
い
う
。「
マ
ス
カ

ッ
ト
や
青
リ
ン
ゴ
、
バ
ナ

ナ
の
よ
う
な
コ
シ
ヒ
カ
リ

な
ら
で
は
の
香
り
が
特

徴
」
と
も
。

　

当
日
、
橋
本
市
長
は
石

川
彌
八
郎
社
長
と
前
迫
さ

ん
の
案
内
で
蔵
を
見
学
。

日
本
酒
「
は
む
ら
」
が
熟

成
す
る
タ
ン
ク
を
の
ぞ

き
、
も
ろ
み
の
香
り
を
か

ぎ
、
櫂か
い

入
れ
を
行
っ
た
。

橋
本
市
長
は
「
フ
ル
ー
テ

ィ
ー
な
香
り
が
い
い
。
早

く
飲
ん
で
み
た
い
。
現
場

を
見
て
良
か
っ
た
」
と
話

す
。
清
水
さ
ん
は
「
日
本

酒
『
は
む
ら
』
が
知
ら
れ
、

『
羽
村
の
米
が
欲
し
い
』

と
い
う
声
も
多
く
聞
く
よ

う
に
な
っ
た
。
羽
村
の
米

で
特
産
品
を
作
り
、
多
摩

川
最
上
流
の
水
田
を
守
っ

て
い
き
た
い
」
と
期
待
を

込
め
る
。

　

酒
造
り
談
義
に
も
花
が

咲
き
、「
羽
村
産
の
ホ
ッ

プ
、
ビ
ー
ル
麦
、
水
で
ビ

ー
ル
を
造
り
た
い
」「
羽

村
の
米
で
焼
酎
造
り
に
も

挑
戦
し
た
い
」
な
ど
の
展

望
も
語
ら
れ
た
。
ビ
ー
ル

は
既
に
麦
を
除
い
て
羽
村

産
の
ホ
ッ
プ
と
水
で
2
度

造
り
、
す
ぐ
に
完
売
し
た

と
い
う
。
米
焼
酎
造
り
は

焼
酎
特
区
の
制
度
を
使
っ

て
実
現
で
き
な
い
か
と
模

索
し
て
い
る
。

　

日
本
酒
「
は
む
ら
」
は

3
月
初
め
に
搾
り
、
四
号

瓶
（
７
２
０
㍉
㍑
）
で

１
３
０
０
本
余
り
を
製

造
。
3
分
の
１
を
生
酒
で

出
荷
し
、
3
月
23
日
に
始

ま
る
「
は
む
ら
花
と
水
の

ま
つ
り
２
０
２
４
」
や
市

内
の
酒
販
店
で
販
売
。
残

り
は
火
入
れ
を
行
い
、
酵

母
の
香
り
を
よ
り
引
き
立

た
せ
秋
に
出
荷
す
る
。
価

格
は
１
７
６
０
円
。

市
長
が
出
来
具
合
を
見
聞

日本酒「はむら」　フルーティーに熟成

杜氏の前迫さんから製造過程について説明を受けた

櫂
入
れ
を
行
う
橋
本
市
長


